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　　　　　　ドナ ウ川河川水 中の 変異 原性 ヘ

テ ロ サ イク リ ッ ク ア ミ ン の 分 離同定
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【目的】河川 水中の 変異原物質の 1 つ と して ヘ テ

ロ サイ ク リ ッ ク ア ミ ン （HCA 頗 の 寄与 の 可 能性が

指摘 され て い る 。 本研究で は、 ドナ ウ川 河矧水 の

変異原性を検索 し、原 因物質と して HCA の存在 を

窒素選択検出 ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

（GC −NPD ）及

びGG マ ス ス ペ ク トロ メ トリ
ー

〔GC−MS ）で検討 した 。

【方法 】 ドナ ウ川流域6地点で ブ ル
ー

レー ヨ ン 懸

垂法に より変異原物質を捕集 した。ブ ル ーレーヨ

ン抽出物 は 、 変異原性試験を行 っ た後 、 N 一ジ メ チ

ル ア ミ ノメ チ レ ン誘導体へ 変換し 、 GC −NPD 及び

GC・MS に よ りHCA を分 離同定、定量 した 。

【結果 ・考察1測定 した すべ て の 地 点で 高 い 変異

原性が認 め ら れ た 。 最 も変異原性 の 高か っ たSite・2
に 100 −gの ブ JV　一レー

ヨ ン を懸垂 して 得 られた抽

出物を誘導体化後 GC −NPD 分析 した と こ ろ 、【Q と

溶出時間が 一致する大 きな ピーク が 認め られ、そ

の他Trp．P ・1やA α C に相当するピー
ク も検出された。

これ らの ピー
クは、分子イオ ン を選択 したS［M モ

ー

ドGC −MS 分析 によ っ て も良好な ピー
クと して検 出

され、Scanモ
ー

ドで 標準品と河川水試料の マ ス ス

ペ ク トル パ タ ーン が ほ ぼ 一
致 した こ とか ら 、 河川

水中に IQ、
　 Trp．P．1、　A α C が存在する ことが確認

された 。 GGNPD に よる河 H水中の含量は IQ　1，78、
Trp．P．10 ．／4 、　 A α C　O．44　ng ／9 　BRE で あっ た 。 こ れ

らの ア ミン の 由来に つ い て は 、現在検討中で ある 。
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コ メ ッ トア ッ セ イ に よ る 1，2・Dimetbylhydrazineの マ ウ ス

多臓 器 遺 伝 毒 性

一
非変異 ・が ん 原性物質の 対策研究会 SCG 共同研究

一

○米野 雅 晴 （小 野 薬品）、大澤敏男、大山 ワ カ子、後藤友希、

権田真紀 （ヤ クル ト本社中央研究所）、北澤倫世、益森 勝志

（安評 セ ン タ
ー）、橋本和 之 （三 共）、佐 々 木 有 （八 戸 高 専）

Genotoxicity　of　1，2−di腿 ethy 蓋hydrazine　in　mouse

multiple 　organs 　usimg 　the　cometessay ．

Masaharu 　KOMENO （Ono 　Pharmaceudcal 　Co，，

Ltd．）、　rbshio　OSAWA ，Wakako　OHYAMA 、Yuki　GOTO ，Maki

GONDA （Yakult　Centra｝Institute＞．Michiyo

K工TAZAWA ，Sheji　MASUMORI （Biosafety　Research

Center，　Foods ，　Drugs 　and 　Pe6ticides），Kazuyuki

HASHIMOTO （Sankyo　Co．，　Ltd．），Yu　F

SASAKI （Hach 耄nohe 　National　Coliege　ofTechnology ．，

【目的 〕非変異 ・が ん原 性 物 質 へ の 対 策 研究 会 の 共 同 研 究

と して、既知の 変異 原物質で ある 1，2・Dimethylhydrazine

（DMH ）を用 い 、マ ウ ス に経 ロ 投 与 して 肝臓
・
胃
・
結 腸 にお

け る コ メ ッ トア ッ セ イ を寞 施 し、実 施施般 問 の結 果 の ぱ ら

つ きを 検討する 。

【方法 】8 週 齢 の 雌 性 マ ウ ス （C珠 CD ・1（ICR）冫に 1 群 4 匹 以

上 で DMH 　15 お よ び 30mglkg を 単 回経 ロ 投 与 した。投 与

後 3時間 に 動物 を安 楽死 させ 肝 臓
・
胃 ・結 腸 を 摘出 し、ク

リア ラ ン ス の 緩 い ホ モ ジ ナ イ ザ
ーに て ホモ ジ ナ イ ズ処 理 し

て得 られ た 単離 細 胞核 を ア ガ ロ
ー

ス ゲ ル に 包 埋 して ア ル カ

リ条件下 で電気 泳動を行 い 、エ チ ジ ウ ム ブ ロ マ イ ド蛍光 染

色 に よ り観察 し た。各臓 麝 の 50 核の 平均 migration を 媒

体対照群 と 比 較す る こ と に よ り評価 した。

【結果〕DMH をマ ウス に経 口 投 与 した 場合、肝 臓で は 陽

性、胃 に お い て は 陰性 と な っ た。結 腸 にっ い て は施 設 問 で

の ば ら つ き も認 め られ た た め、詳細 に 解析 し報告する。
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